
平
成
二
十
六
年
度
「
花
の
ま
わ
り
み
ち
」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

俳俳
句句
入入
選選
句句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

木
村 

里
風
子 

選 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 

選 
 

(

三
句) 

 

 
 「

一
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仰
ぎ
み
て
花
守
の
死
を
悼
み
け
り 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

中 

植 

紀 

子 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 
 
(

評
） 

 

永
年
に
亘
り
、
花
の
ま
わ
り
み
ち
の
桜
を
大
切
に
守
り
、
来
る
人
に
楽
し
み
を
与

え
て
い
た
花
守
の
死
を
悼
む
、
美
し
い
桜
と
花
守
の
死
去
に
対
す
る
敬
愛
の
心
。 

 

「
二
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

花
巡
り
し
ば
ら
く
歌
人
と
な
り
に
け
り 

 
 
 

 
 
 
 

 
大 

林 

隆 

子 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 
 

（
評
） 

美
し
さ
に
気
持
は
歌
人
に
、
歌
人
に
、
と
い
う
措
辞
が
美
し
い
桜
の
す
べ
て
を
物

語
る
。 

 
 
 

 

 

「
三
席
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

花
篝

は
な
か
が
り

と
ど
か
ぬ
闇
に
守
衛
立
ち 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

野
津 

訓
子
（
訓
子
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 

 
 

 
(

評
） 

守
衛
の
本
分
は
、
こ
れ
を
弁
え
て
人
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
。
人
の
安
全
と
花
を

見
守
る
こ
と
に
あ
る
。 

 
 

 

 



        

入 

選 
 

(

三
句) 

 

 

満
開
の
花
に

鵯
ひ
よ
ど
り

鳴
く
昼
下
り  

 
 

 
 

亀 

井 

朝 

子 

  
 

（
評
） 

鵯
は
花
の
蜜
を
吸
い
に
、
鋭
い
鳴
き
声
で
縄
張
り
を
主
張
す
る
。
鳥
に
も
美
し
さ

が
分
か
る
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 

花
び
ら
で
染
ま
り
て
ゐ
た
る
桜
土
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五 

石 

満
智
子 

  
 

（
評
） 

桜
土
手
に
散
っ
た
花
び
ら
の
多
さ
、
染
ま
る
が
証
明
。
単
純
平
明
の
中
に
美
し
さ

が
充
ち
て
い
る
。 

   

手
を
つ
な
ぐ
園
児
二
列
に
落
花
浴
ぶ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
早
川 

真
（
一
真
） 

  
 

（
評
） 

二
列
に
行
儀
よ
く
並
ん
で
花
の
下
を
行
く
園
児
の
声
が
聞
こ
え
る
の
が
言
外
の
こ

と
ば
。 
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佳 
作 

 
(

十
八
句) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

花
守
の
逝
き
て
植
ゑ
た
る
桜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

石 

橋 

康 

徳 
 

 琴
の
音
の
花
に
ま
ぎ
れ
て
夕
ま
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
岡
祥
子(

祥
子) 

 
 

人
に
酔
ひ
桜
に
酔
い
て
疲
れ
を
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

隂 

山 

明 

枝 
 

雨
あ
が
り
触
れ
て
崩
る
る
桜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

若 

宮 

直 

美 

 

枝
移
る
鳥
の
弾
ん
で
夕
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

山
岡
祥
子(

祥
子) 

 

造
幣
と
い
ふ
豊
か
さ
や
花
満
つ
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

淺 

田 

洋 

子 
 

 造
幣
の
音
の
か
す
か
に
花
の
昼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 

 

志 

田 

寿 

江 
 

風
に
乗
り
桜
花
道
一
人
旅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

桂 
 
 

健 

治 
 

琴
の
音
に
寂
し
さ
の
せ
て
花
の
散
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

大 

古 

加
代
子 

 

琴
の
音
に
ま
は
り
道
し
て
花
の
昼 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

幡 

野 

月
惠
子 

 

語
ら
ず
も
添
つ
て
夫
婦
の
花
の
道 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

岡 

村 

明 

美 
 
 
 
 

 
 

花
吹
雪
ひ
と
片
と
ら
え
く
も
の
糸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
横 

山 

康 

登 
 

 花
の
名
の
由
来
豊
か
や
ま
わ
り
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 

渡 
辺 
義 

昭 
 

花
は
葉
へ
ひ
と
筆
書
き
の
世
界
地
図 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

渡
部
重
利(
稲
穂) 

 
 振

り
む
け
ば
玻
璃
に
映
り
し
八
重
桜 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

松
尾
幸
枝(

千
波
矢) 

 

造
幣
の
音
も
静
ま
り
夕
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

舩 

本 

世
紀
子 

 
 

 

花
び
ら
の
舞
ひ
散
る
園
や
硬
貨
打
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

正 

山 

史 

明 
 

掌
の
上
に
そ
つ
と
乗
せ
た
り
花
手
毬 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

児 

玉 

幸 

枝 

 

 
 
 
 
 

選 

者 

吟 
 
 

 

花
守
は
黄
泉
へ
花
笠
咲
き
に
け
り 
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村 

里
風
子 
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